
学 習 指 導 案  

Ｈ  Ｒ ２年９組 教 室 ２０９教室 日 時 平成１６年５月３１日（月）第２限 

単  元 第１章 平面上のベクトル 教科書 数学Ｂ（数研出版） 指導者 （省略） 

単 元 
 

目 標 

 ベクトルという他の諸科学に

おいてもきわめて重要な概念を、

平面上において、内積・成分表

示・位置ベクトルなど数学的な対

象として正しく把握させること

が本単元の目標である。 

指 

導 

計 

画 

 第１節  平面上のベクトルとその演算・・10時間
（本時は６時間目）

 第２節 ベクトルと平面図形        ・・10時間
 問題               ・・１時間 
 演習問題                          ・・１時間 

本時の 
 

目 標 

 １ 三角比の余弦定理からベクトルの内積を定義し、内積の図形的意味を理解させる。 
 ２ ２つのベクトルの垂直条件、平行条件について理解させる。 
 ３ 内積の成分表示を考え、ベクトルの大きさとの関連を十分認識させる。 

課 題  三角比（余弦定理等）復習の課題プリント 

学   習   内   容 分 指 導 上 の 留 意 点 資料等

導 

入 

１ 既習の三角比についての復習をする。
２ 本時の目標を確認する。 

  ５ ・課題プリントを解答させる。 

 

小黒板

利用 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

１ 内積の定義 
θcosbaba =⋅  

(1) 図形的な説明をする。 
(2) 内積を求める問題を解く。 

（練習 13 問 11 練習 14）
 
 
 
 
 
２ ベクトルの平行・垂直と内積の関係

(1) 図形的な説明をする。 
(2) 平行・垂直である場合の内積を求
める問題を解く。（練習 15） 

 
 
 
３ 内積の成分表示 

(1) 余弦定理から内積の成分表示を説
明する。 

(2) 内積の成分表示の問題を解く。 
（練習 16）

 １５
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １０
 
 
 
 
 
 
 
 １５

・既習事項の余弦定理とベクトルの

定義について関連をもたせる。 

・ θcosb を b の a上の正射影と

認識させる。 

 
・内積の結果は実数(スカラー)で

あることを留意させる。 

 

・ ２つのベクトルのなす角θが

0°,90°,180°の場合について

考えさせる。 

 
 

・既習事項の余弦定理からベクトル

の成分表示が定義できることを

理解させる。 

 

 
 
 
小黒板

利用 

 
 
 
 

時 
 
 
 

の 
 
 
 

指 
 
 
 

導 

整 

理 

１ 本時のまとめをする。 
２ 次時の予告をする。 

５ ・内積の定義，内積の成分表示に
ついて再度強調する。  

備 考    生徒数 ４０ 名 （ 男子 １０ 名 ・ 女子 ３０ 名 ） 習熟度の高い文系クラス

 

課題・予習ができているか。 
関心・意欲・態度 

 

内積の図形的意味がつかめたか。 

数学的な考え方 

 

平行・垂直である場合の内積を理

解し処理できるか。 

表現・処理 

 

内積を成分表示できるか。 

知識・理解 




